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だ液の大切なはたらきの一つは、デンプンを別な物に変 

える消化なのさ。ヨウ素液を使えば、実験はかんたんさ。

だ液のはたらきを、実験する方法を教えて 

 だ液には、物を飲みこみやすくする、
さいきん

細菌をやっつけるなどのはたらきがありま

すが、いちばん大切なのは、歯でかみくだいた食べた物を、体に養分が
きゅうしゅう

吸収 しや

すい形にする、消化があります。だ液のは 

たらきを調べる実験は、次のようにします。 

 水のようにうすいデンプンのりをつくり、 

これを二本の試験管に入れ、一方にだけだ 

液を加えて、体温と同じぐらいの温度の湯 

につけておきます。１０分後に湯から取り 

出し、ヨウ素液を入れてみると、だ液を加 

えたほうのデンプンのりは色が変わらず、 

だ液を加えないほうは青い色になります。 

 つまり、だ液を加えたほうは、デンプン 

ではなくなっています。 

 

■だ液の中の
しょうかこうそ

消化酵素が、デンプンを変化させる 

 だ液は、水にとけないデンプンを消化して、水に
とうぶん

糖分（ブドウ糖）に変えるはたらきがあります。だ

消化酵素（体内で消化を助けるはたらきをするもの

で、よくはたらいて、デンプンを糖分に変えている

かったりすると、はたらきが悪くなりますから、実

 だ液や胃液のように、食べ物を消化する液を、消
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体に吸収されやすい

ミラーゼとよばれる

の体温ぐらいの温度

度が低かったり、高

きは注意しましょう。

います。 


